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＜活動の概要＞ 
・総合的な学習の時間を「i 学習」と呼び，次の２つを目的として，ＥＳＤの視点で実践を行っている。目的①さまざまな活動や体験を

通して，自分と地域・人・自然とのかかわりに関心をもち，自ら考え，判断し，行動する力を育てる。②各教科で身につけた学び方や

ものの考え方を使って，問題解決にすすんで取り組む態度を育て，自己形成に向けての見方・考え方を養う。 

・「温かい町 岩西」「住みやすい町 岩西」「美しい町 岩西」の３つの領域を柱として，①地域に関わる活動，②福祉に関わる教育，

③自分自身に関わる学習，④国際理解に関わる学習を行っている。 

① 地域に関わる活動（３年生） 

３年生のｉ学習では「岩西よいとこ大作戦！」として，自分たち

の住んでいる岩西校区のすてきなところや人，もの，自然につい

て調べ，岩西校区を好きになり，そこに生きる自分自身も大切に

していこうとする心を育んできた。地域の方へのインタビューを

繰り返すことで，地域の方がどのような気持ちで活動しているの

かを知ることができた。地域の方々に支えられ，安全に生活でき

ることを知り，自分たちにもできることを実践したいという気持

ちをもった。そこで，「岩西よいとこ大作戦」を開始した。９つの

グループに分かれて自分たちができることを行った。あいさつグ

ループでは，キャンペーンを企画して，まずはあいさつで３年生

を明るい学年にしようと取り組んだ。さらに自分たちだけでなく，

学校をあいさつでいっぱいに 

したいという思いから，ポス 

ターを作成して校内に掲示す 

るなど，学校のために自分た 

ちができることを考えて，主 

体的に活動する姿が見られた。 

②  地域や福祉に関わる活動（４年生） 

4年生の i学習では「共に生きる～自分たちにできること～」として，３

年生のｉ学習で深めた地域への愛着を基盤とし，特別支援学校との交流を中

心とした福祉に関わる学びを展開した。 

社会科の授業でのごみや水の学習をきっかけにし，地域の生活を支える設

備や建物に目を向けた。その中で，隣接する特別支援学校の存在について知

り，興味をもった。どんな学校なのか，障がいとは何なのかなどを調べる中

で，実際に特別支援学校を見学したいと考えた。校舎内やそこで学習する子

どもたちの様子を見学し，障がいがありながらも，自分たちと同じように学

校生活を送る姿を見て，仲よくなりたいという思いをもった。そこで，特別

支援学校の子と仲よくなるための「iプロジェ 

クト」を実施することにした。自分のペアの子 

は，何が好きなのか，どんなことなら楽しめる 

のかを友達と話し合い，仲よくなるための遊び 

を決めた。交流の当日は支援学校の子に積極的 

に声をかけ，生き生きと活動した。 

活動を通して，子どもたちは「みんなが笑顔 

で住み続けられるまち」であってほしいという 

願いをもった。 


